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研究成果の概要（和文）：日本国内で問題となっているタマバエ科害虫の同定や分類学的研究を

実施するとともに、害虫およびその近縁種の生理生態特性や、タマバエ類の有効寄生蜂の探索

を実施した。施設栽培花卉および果樹を加害するタマバエ類の分類学的地位や寄主範囲、生活

史を明らかにした。３種のタマバエを新種として学術雑誌に報告するとともに、ランツボミタ

マバエやノイバラハオレタマバエの加害寄主範囲について報告した。 
 
研究成果の概要（英文）：Taxonomic positions, host plant ranges, and life history of pest allied 
species of gall midges (Diptera: Cecidomyiidae) associated with various plants in Japan 
were studied. Three species of gall midges were described as new to science. Host plants of 
Contarinia maculipennis and Dasineura species associated with Rosa were clarified. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、侵略的外来種をはじめ様々な昆虫類
の侵入による生態系の撹乱が世界各地で報
告されており、我が国の農業生態系において
も、アザミウマやコナジラミ、ゾウムシ、ハ
モグリバエなどの侵入害虫による生産性の
低下が深刻な問題となっている。 
 本申請課題で研究対象とするタマバエ科
に関しても、世界各地でこうした事例が報告
されており、国内でもランツボミタマバエ 
Contarinia maculipennis やマンゴーハフクレ
タマバエ Procontarinia mangicola など、侵入

害虫による農作物への被害が発生している。
また、日本の海空港における植物検疫では、
タマバエ科はミバエ科やハモグリバエ科と
並んで、ハエ目でもっとも捕獲件数が多い分
類群であり、2000年〜2005年の 6年間で2,169
件の捕獲事例が報告されている。タマバエ科
には、コムギの世界的害虫ヘシアンタマバエ 
Mayetiola destructor や熱帯・亜熱帯における
イネの深刻な害虫イネシントメタマバエ 
Orseolia oryzae など、日本への侵入が警戒さ
れる害虫が多数含まれており、植物防疫上重
要な分類群である。 
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 Contarinia 属や Dasineura 属などの重要害
虫が多く含まれる分類群では、分類学的研究
の遅れや分類体系の混乱により、種の同定が
困難な場合が多い。また、完全閉鎖型のゴー
ル（虫こぶ、虫えい）を誘導する種は、薬剤
による防除効果が限定的である上、生活史が
複雑な種も多く、難防除害虫となっている。
これらを防除するためには、(1) 分類体系を
整理し、混乱を解消する研究、および、(2) 複
雑な生活史や生理生態特性を明らかにする
研究が不可欠である。 
 タマバエ類の多くは単〜狭食性であると
考えられていたが、最近の研究から、複数の
科の植物を加害する広食性の種の存在が明
らかになった。とりわけランツボミタマバエ
は、1989 年に沖縄県に侵入後 10 年以上未同
定種として扱われ、沖縄のデンファレ栽培上、
もっとも防除が困難な害虫であるが、７科の
植物を寄主とする広食性害虫であり、ニガウ
リやトマト、ハイビスカスも加害することが
判明した。こうした状況はまったく想定され
ておらず、防除対策を根本的に見直す必要が
生じている。実際に沖縄では本種によるニガ
ウリの加害が確認され、さらに九州の施設栽
培ランでも本種の被害が報告されており、こ
れ以上の拡大を防ぐためにも早急な防除技
術の確立が望まれている。 
 
２．研究の目的 
 施設栽培花卉をはじめ様々な農作物を加
害する Asphondylia 属や Contarinia 属、
Dasineura 属、Resseliella 属、Rhopalomyia 属
を対象に、分類体系と同定システムを整備す
る。また、形態比較や分子系統解析、生態調
査により、各害虫種の寄主範囲を解明する。
さらに、被害発生施設での発生消長の調査や
飼育実験により、主要害虫種の休眠性や成虫
期の行動など、防除と密接に関連する生理生
態特性を調査し、防除法を確立することを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)野外や栽培施設におけるタマバエ科害虫
および近縁種の生態調査と標本の確保 
 国内のタマバエ科害虫とその近縁種の発

育段階や生活史を野外調査により明らかに

するとともに、同定システムの整備に必要な

標本を確保する。 
(2)形態比較に基づくタマバエ科の包括的分
類体系の整備 
 得られたタマバエ標本を用いて、幼虫およ
び成虫形態に基づき予備的な属の同定を行
う。このうち、害虫種が含まれるグループの
タマバエに関しては、プレパラート標本を作
成しての検鏡や電子顕微鏡を用いた観察に
より、詳細な形態比較を行う。これらのタマ
バエは日本産の既知種および欧米の博物館

に所蔵されている世界各地タマバエとの網
羅的に形態を比較し、分類学的地位を検討す
る。 
(3)塩基配列比較に基づく加害寄主範囲の確
認と害虫同定システムの構築 
 国際的な DNA バーコーディングプロジェ
クトで用いられているミトコンドリア COI
領域の部分塩基配列を中心として、タマバエ
類の種内変異や属内変異で頻繁に用いられ
ている領域の塩基配列を決定し、各種の寄主
範囲や系統関係を明らかにする。 (4)害虫タ
マバエ類および近縁種の生理生態特性の解
明 
 自然条件下および栽培施設内での害虫タ
マバエ類の生活史や発生消長のデータを踏
まえ、休眠性を有すると考えられるタマバエ
類の室内飼育実験を試みる。 
 この実験により、温度や日長がタマバエの
発育に及ぼす影響や休眠誘導および覚醒条
件の検討を行う。これにより、害虫タマバエ
類の生活史の全貌が明らかになり、被害発生
施設および圃場条件における成虫の発生時
期の予測が可能となる。 
 また、異なる温度や光条件下における成虫
の羽化時刻、交尾・産卵時刻など、行動特性
も同時に明らかにする。タマバエの成虫は一
般に摂食せず、成虫寿命が１〜数日と極端に
短い。したがって、他の害虫類と異なり、発
生時期の予測のみならず成虫の活動時間帯
を正確に把握する。 
 
４．研究成果 
(1)野外や栽培施設におけるタマバエ科害虫
および近縁種の生態調査と標本の確保 
 バラハオレタマバエや卵ツボミタマバエ、

ナシシンクイタマバエなど、各地で問題とな

っているタマバエ科害虫およびその近縁種

の野外調査により生活史を明らかにし、分類

学的研究のための標本を確保した。また、タ

マバエ類の主要天敵である捕食寄生蜂も各

地で採集し、天敵相の解明につとめた。また、

一連の調査過程で、国内各地で新たなタマバ

エゴールを確認し、報告した。 
(2)形態比較に基づくタマバエ科の包括的分
類体系の整備 
 Resseliella yagoi、Resseliella kadsurae、
Pitydiplosis puerariae の３種を新種として学
術雑誌に報告し、の記載を行い、近縁種との
分子系統解析の結果や、国内に置ける被害の
状況を報告した。ノイバラハオレタマバエ 
Dasineura sp.による施設栽培バラの加害事例
を報告した。 
(3)塩基配列比較に基づく加害寄主範囲の確
認と害虫同定システムの構築 
 ミトコンドリア DNA COI 領域の部分塩基
配列を多数のタマバエで決定し、学術雑誌に
報告した。ランツボミタマバエ Contarinia 



 

 

maculipennis の加害寄主範囲について新知見
を報告するとともに、ノイバラハオレタマバ
エ Dasineura sp. がノイバラだけでなく、施設
栽培バラを加害することを明らかにして学
術雑誌に報告した。 
 (4)害虫タマバエ類および近縁種の生理生態
特性の解明 
 野外調査や室内飼育により、ハリオタマバ
エ族やタマバエ族の主要害虫タマバエ類の
生活史や生態特性を明らかにした。また、日
本産ハリオタマバエ族の生活史戦略につい
て明らかにするとともに、一連の成果を取り
まとめ、総説を執筆して学術雑誌に投稿した。 
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